
令和４年度「市長と語り合う会」について （高津地区） 
 

１ 出席者状況 

    

開催日（曜日） 会場 時間 
出席人数 

男 女 計 

令和５年 

１月１６日（月） 
高津公民館 19:00～20:00 17 1 18 

 

○ 市側出席者 

  市長、副市長、政策企画局長、総務部長、秘書課長 

 

２ 会の概要 

○ 開 会 （秘書課長） 

 

  ・ 会の趣旨説明 

  ・ 出席者紹介 

 

○ あいさつと市政運営の説明 (山本市長) 

 

１． 令和４年度施政方針「危機を機会に転じる積極思考」 

 

 ・脱炭素社会の実現に向けた取組 

 地球温暖化と言った気象変動は、二酸化炭素等の温室効果ガスの削減が世界的に必要とされて

おり、日本においても、２０５０年までにゼロカーボンを目指すこととしている。 

 市においても、その実現に向けた取り組みとして、市の施設の照明をＬＥＤに変えたり、屋根

に太陽光発電装置を設置してきた。今年度においても、公用車の一部を電気自動車に変えること

にしている。 

 

・行政サービスの効率化・最適化を図る「デジタル・トランスフォーメーション」 

コロナウイルス感染拡大により、離れた場所でも、人と人が話したり、会議を行ったりするこ

とが当たり前となった。行政においても、行政サービスを便利にするため、デジタル・トランス

フォーメーションということで、市役所の窓口で、今は申請書を手書きで書いていただいている

ものを、職員が聞き取ってデータを入力し必要な書類を整備する書かない窓口、あるいは、亡く

なられた方のご家族の手続き等を１カ所で済ませることができるサービスを行うこととし、来年

度に庁舎の改修も行うこととしている。 

 

・益田市型中高一貫教育の実現に向けた取組 

 これまも、益田で生まれて育った子供たちが、益田に愛着をもって、将来も益田市で活躍して

くれるようふるさと教育を重点的に進めてきた。 

これを中学校から高校まで繋げ一貫した形で行うこととし、学力についても、より大学の進学

も有利になるようしていきたいと考えている。現在は、市内の高校で、こうした考え方に賛同し

ていただける学校を募っており、そうした高校と連携した取り組みを行っていきたい。 

 

・交通インフラ及び都市基盤整備 

萩石見空港について、コロナ渦で利用が減っていたが、少しずつ回復しており、本年秋以降も

２往復運航が続くよう取り組んでいきたい。 

自動車交通については、高速道路の整備が重要で、益田西道路、益田田万川道路についても事

業化され工事が行われることとなっている。三隅益田道路については、工事が進み、令和7年度に

全線開通する見込みである。残る区間は、久城から高津までの間の益田道路で、本来は高架道路

や橋として繋がる予定であり、この区間は高津川と益田川の浸水想定区域にもなっているので、

災害の安全度を高めるためにも重点的に国へ要望している。 

都市基盤整備としては、益田川左岸南部地区の土地区画整理事業を進めていきたい。 

 



 ・ワクチン接種 

  ワクチンについては、現在４回目を接種されておられるかと思う。感染そのものを防ぐことは

できないかもしれないが、重症化を予防する効果があるので、ワクチン接種を呼び掛けていきた

い。 

 

２．市制施行７０周年 

 昭和２７年に、当時の町、村が合併して益田市が誕生し、今年が７０周年の年になる。記念式

典を１１月３日にふれあいホールみとで行った。市の発展に貢献いただいた方々への感謝の気持

ちを表すとともに、今後さらなる発展に向けて、市民の皆様全員で気運を高めていこうという趣

旨で行ったところである。これからも市民の皆様と一緒に、さらなる発展を目指していきたい。 

 

 

○ 意見交換 

  質問項目は以下のとおり。詳細は別紙のとおり。 

① カーブミラーの設置について 

② マイナンバーカードについて 

③ デジタル・トランスフォーメーションについて 

④ 少子化対策について 

⑤ 開発行為について 

⑥ ワクチン接種について 

⑦ 行政手続について 

⑧ 鳥獣被害対策について 

⑨ 道路の維持管理等について 

⑩ 性教育について 

⑪ 医療体制について 

⑫ 中高一貫教育について 

 

 

○ 閉 会 （秘書課長） 

 



 

令和４年度「市長と語り合う会」 

〔会場 高津公民館 開催日時：令和５年１月１６日（月）19:00～20:00 

要  望  事  項  等 回       答 

① カーブミラーの設置について 

市道地方浜寄線の改良工事に伴い、カーブミ

ラーが無断で撤去されたため、再設置を要望

し、担当課と現場確認や協議を再三行ったが、

設置しないとの回答であった。他の同様な場

所で設置されている箇所があるし、高校の通

学路で、たくさんの高校生が自転車で横切り

非常に危険であるので、何とかカーブミラー

を設置してほしい。 

 

② マイナンバーカードについて 

市役所で印鑑証明を取得するためマイナンバ

ーカードを持参したが、市役所では使えなか

った。今、盛んにカードの取得を促している

が、市役所で使用できるようにしてほしい。 

 

 

 

③ デジタル・トランスフォーメーションについ

て 

出生の手続き等を、マイナンバーカードを活

用し、一カ所の窓口でできるようにしてほし

い。 

 

④ 少子化対策について 

益田に住み都会で働く人が、週末帰省する際

の運賃助成等、空港を活用する等して、もっと

少子化対策を行ってほしいい。 

 

⑤ 開発行為について 

都市計画整備に関し、土地を開発する場合に

調整池を設けているが、その調整池の管理に

ついて、計画段階で継続した適切な管理を指

導することはできないか。また、開発に伴い道

路を設置する際、必要となる電柱に街灯の設

置を義務付けることはできないか。 

 

⑥ ワクチン接種について 

これまでワクチンを５回摂取した。今までは

無料だったが、今後は、自己負担が伴うのか。

また、ワクチン接種はした方がいいと思って

いるが、受けない方もいる。ワクチンを接種し

た場合の効果について知りたい。 

 

 

 

⑦ 行政手続について 

先日、水道料金に関するはがきが届いたが、か

なり以前に亡くなった父親名義だった。市民

課で死亡届を出した際に、一括して手続きが

できるよう行政として連携してほしい。 

① 担当課より事前に状況を聞いているが、原則

として市の設置は、市道と市道の交差点に設

置することになっており、要望箇所は合致し

ていない状況である。また、危険性について

も、原則、車と自転車の双方に注意していた

だきたい。ただ、再三要望され、本日もご意

見いただいたので、再検討する余地がないか

担当課へ指示する。  

 

 

② コンビニでは、マイナンバーカードで取得で

きるが、窓口では取得できないこととなって

いる。いろいろご意見は伺っており検討して

いきたい。ただ、窓口に来られないでも、お

近くのコンビニで取得できるよう利便性の

向上も行っているので、ご活用していただき

たい。 

 

③ デジタル・トランスフォーメーションにおい

ては、マイナンバーカードの取得が前提なの

で普及を進めると同時に、カードを活用した

サービスも増やしていきたい。 

 

 

④ 国の制度であるが、妊娠、出産時に交付金を

支給するとともに相談を受け付ける事業を

予定している。この他にも、出来る子育て支

援については、検討していきたい。 

 

⑤ 認識が不十分なので、公民館を通して回答す

る。 

 

 

 

 

 

 

⑥ ワクチン接種が無料かどうかは、法律の位置

づけで変わってくる。現在政府では、深刻な

部類の２類のから、インフルエンザと同じ５

類へ変更することが検討されており、５類に

なると自己負担になってくる。また、ワクチ

ンの効果については、重症化を防ぐ効果はあ

ると思っており、感染拡大防止のため接種を

お願いしたい。 

 

⑦ 亡くなられた際には、いろいろな部署を回り

手続きが必要であるため不便であったが、現

在、そういう手続きを１カ所で行うことがで

きる「おくやみワンストップ」の準備を進め

ており、できるだけ早く実施していきたい。 



 

 

⑧ 鳥獣被害対策について 

今も猪が頻繁に出没する。高津川と白上川の

合流付近の竹藪を住処にしており、そこに逃

げられると手に負えない。住民へ危害が生じ

ないよう伐採等の対策、管理者（国）への働

きかけをお願いする。 

 

⑨ 道路の維持管理等について 

側溝の溝の修繕等で土木課へ相談に行った

が、予算の関係で今年は無理とのことだった

が、それでは地区の方に説明ができない。具

体的な説明、また前向きな対応をお願いした

い。 

 

⑩ 性教育について 

自分の体のことをよく知って、自分の体を守

るというような幅広い教育である包括的性

教育を進めてもらいたい。 

 

⑪ 医療体制について 

医師の確保に、市も努力されているが、今後

も確保できるのか不安である。見通しをお聞

きしたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑫ 中高一貫教育について 

現状あまり進んでいないような気がする。今

後、どのような形で進めていくのか。 

 

 

 

 

 

⑧ 猪の被害対策については、市としても頭を悩

ませており、根本的な解決策がない状況であ

る。猟友会の協力もいただいているところで

あり、竹藪についても、良い解決策が見つけ

られるよう努力していきたい。 

 

 

⑨ 維持管理の予算については、毎年苦労してい

るところであるが、改善すべき点を考えてい

きたい。また、対応については、住民の皆様

の立場になったお答えができるよう指導し

ていきたい。 

 

 

⑩ 学校教育の中の性教育は、文部科学省が設け

ている学習指導要領に基づいて行っている

のが現状である。世の中の流れを見ながら対

応していきたいと考えている。 

 

⑪ これまでは、病院の勤務医師の確保を最優先

にしていたが、診療所等についても、近年高

齢化等により閉所が増え、特に小児科の先生

が急速に減っている。これからは、開業医に

ついても確保していくよう取り組みが必要

ではないかと考えている。医師全体が不足し

十分ではないので、幅広く取り組んでいきた

い。具体的には、大学からの派遣を増やして

もらうようお願いすることと、益田の子供た

ちが、地域医療に従事してもらうような仕組

みを作る等、将来的に安心して医療を受けら

れるような活動に取り組んでいきたい。 

 

⑫ 方針として、理数系の教育に力を入れて、も

のづくり系の仕事、もしくは医療に従事して

いただく人材を最優先で育成していくこと

としていた。今、島根大学や松江高専の学生

らが講師となり、小中学生を対象とし教えて

いただくパワーアップ教室というものを開

催している。これにより、小中学生の学力向

上とあわせ、大学等との関係性を強め、進学

した学生が益田に愛着を持って帰ってもら

えるよう進めてきている。高校についても、

関心を持っていただけそうな高校もあるの

で、具体的に協議を進め形にしていきたいと

思っている。 

 

 

 


